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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で下落となりました。米税制改革の先行き不透
明感から利益確定売りが優勢となり、前週から引
き続き、15日（水）まで6日続落となりました。
週末は、円安の進行や欧米株高を背景に、前日比
で小幅に上昇しました。（週末引け値：
22,396.80円）

 週間では、日経平均株価は1.25％の下落、東証株
価指数2.04％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年11月13日～11月17日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に低下となりました。前週に短期間で大幅に
利回り低下（価格は上昇）した反動から、週初は、
持ち高を調整する目的の債券売りが優勢になりまし
た（利回りは上昇）。週末は、日銀が実施した国債
買い入れオペ（公開市場操作）が、一定の需要を示
す順調な結果となったことから債券は買われました
（利回りは低下）。（週末引け値：0.036%）

 週間では、0.007％の低下となりました。

（審査確認番号H29-TB336）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で小
幅に下落となりました。主要な経済指標の発表もな
い中、前週の下落の反動から消費財や公共事業など
を中心に買われ、週初は上昇してスタートしました。
週央以降は、原油価格の下落や主要国の株安、税制
改革への期待感等から一進一退の展開となりました。
（週末引け値：23,358.24ドル）

 週間ではNYダウは0.27％の下落となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安
となりました。日経平均株価の続落や、米経済指標
や税制改革の成り行きを見極めたいとの様子見ムー
ド、米長期金利の上昇等を受けて、一進一退の展開
となりました。週末は、日米の金利差が縮小すると
の思惑から円買い・ドル売りが優勢となりました。
（週末引け値：111円95銭～112円05銭）

 週間では米ドル/円は1.26％の円高、ユーロ/円は
0.17％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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